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科目名 国際社会学Ⅰ 担当者 関根 政美 

コース・学年 現コミ・2 年 必・選 選 期間・単位数 前期・２ 

授業の目標 

国際社会学Ⅰ（グローバル社会学の試み）の授業では、日本を含めて世界の国々が国際化するという「地球大

の社会・文化変動」のなかで生まれてきた新しい学問、「国際社会学」の一端を紹介する予定です。日本のよう

な国民国家が国際化あるいはグローバリゼーションに巻き込まれると、その社会や文化に大きな変化が生じま

す。その変化とはどのようなもので、私達の生活にどのような影響がでるのかを予測し、対策をあれこれ考え

てみようというのが目的です。要するに、グローバリゼーションは私達の生活を楽にするのか苦しくするのか

について考えます。一緒に考えましょう。 
国際社会学Ⅰでは、前半で、①日本を巻き込んで生じている世界大の国境を超えた人々の移動の状況と、②移

動はなぜ起きるのか、③なぜ日本に外国人が２００万人以上滞在しているのかなどを、少子高齢化＝人口減少

の問題に注目しつつ論じたいと思います。後半では、外国人滞在者の増加に伴う日本社会の多文化化に対応す

るための多文化共生のための多文化主義について、オーストラリアを事例に論じたいと思います。 

授業の準備

について 
教科書を逐次解説するという方式の儒教ではありません。授業の前にざっと教科書を読んでおいて

ほしいと思います。それを前提に授業を進めますが、復習をしておいてください。 

授業内容 

1 授業の内容紹介 

2 社会学から国際社会学へ 

3 グローバリゼーションとは何か 

4 グローバルな人口移動の歴史①――世界の場合 

5 グローバルな人口移動の歴史②――日本の場合 

6 先進諸国・日本の少子高齢化①――少子・高齢化と人口減少 

7 先進諸国・日本の少子高齢化②――人口減少と外国人労働者の定住化 

8 多文化社会オーストラリアの風景 

9 人種・民族・エスニシティとは何か 

10 国民統合政策の歴史とその変遷（人種主義・同化主義・統合主義・多文化主義そして……… 

11 多文化主義の目的・理念――多文化共生と多文化競生 

12 多文化主義の基本的政策――定住支援・文化／言語維持・異文化間相互理解と主流主義 

13 多文化主義の変容――福祉主義的多文化主義から新自由主義的多文化主義へ 

14 多文化主義の可能性と課題――多文化主義のパラドックスと文化本質主義 

15 国際社会学Ⅰの纏め 

教科書 関根政美『多文化主義社会の到来』朝日新聞社、２０００年 

評価方法 試験中心（70%）ですが、VTR 視聴毎にレポートを提出（30%）してもらい評価に加えます。試験を受けない

と成績はつきません。 

特記事項 学生へのメッセージ：質問はいつでも歓迎。出欠管理はきちんとやります。適宜、ＶＴＲ(ＮＨＫ／ＢＢＣドキ

ュメントなど)を見ます。授業は休まないように。 
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